
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          「主題」 

国   際   会   長   Ｊｏａｎ Ｗｉｌｓｏｎ 

ア ジ ア 地 域 会 長  Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ 

東  日  本  区  理  事  利 根 川 恵 子 

北   東   部   長   長 岡 正 彦 

も り お か クラブ会長  井 上 修 三 

   

今月の聖句  ヨシュア記１章５節 

 

 

 

会   長          井 上   修 三 

副 会 長          三 田   庸 平 

書    記          濱 塚   有 史 

会    計          大 関   靖 二 

担当主事     小 川  嘉 文 

メネット     井 上  優 子 

 

 

        井 上 会 長 巻 頭 挨 拶 

              ２０１６～２０１７年度を振り返る 

月並みですが、「評価」の月にあたり、

矢のごとく過ぎた１２ケ月を振り返り新

年度につなげたいと思います。①「強

調月間」は全く頭にはいっていなかっ

たのでは？「その通り」次年度はワイ

ズの原点に立ち返り「強調月間」を意

識した例会作りに心を砕きます。 

      井 上 会 長       ②当クラブ最年少のワイズメンが次 

次期会長を務めることをふまえ、しっかり導きをします。③財政

難の現状から会員増強には引き続き取り組みを継続 以上が次

年度の目標。 

 さて、本年度の「２０１７チャリテｲ―ラン in 盛岡を成功させよ

う！」は目前に…。結果をお楽しみに。 

 ワイズメンバー、ＹＭＣＡのスタッフをはじめ、ユースリーダー、

ゲストの皆様ご多忙のなか例会、各行事へのご参加、ご協力あ

りがとうございました。 逆境にあってももりおかクラブは前進あ

るのみ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私たちの未来は、今日より始まる」 

「ワイズ運動を尊重しよう」 

「明日に向かって、今日動こう」 

「明日のために、いま土台を築こう」 

「２０１７チャリテｲラン in盛岡を成功させよう」 

 

 

 

 

 

       ７月定例会のご案内 

日時  平成２９年７月８日 （第２土曜日） １８時３０分 

場所   きのえね本店 会費２，０００円 

  キックオフ例会です。 魚住 英昭 様 入会式。 

第二例会  ７月１４日（金） １８時３０分 

場所   きのえね本店     

 

      

６月第一例会の報告 

 平成２９年６月１０日（金） きのえね本店で開催。 出席者：大

関、長岡、井上、井上優子、濱塚、古澤、小川、三田（敬称略） 

ゲスト、魚住 英昭様（盛岡ＹＭＣＡ理事長）、村田 里文様（元Ｍ

ＯＡ美術館勤務）、東森 聡（盛岡ＹＭＣＡ前潟センター、センター

長）、小野寺 保乃香様（チーズリーダー）、伊藤 陸様（ショッカ

ーリーダー）昆 由梨絵様（ゆりぼーリーダー）以上１４名の参加

で開催されました。  

 嬉しいニュースがあります。盛岡ＹＭＣＡの理事長、魚住さんが

入会を表明されました。来月、新年度のキックオフで入会式です。

さらに村田さんも９月に入会するとのお話を頂きました。もりおか

クラブは新メンバーを加えて、どんどん発展していきます。あり

がとうございます。 

そして今夜、東日本区大会でのＹＩＡ最優秀を受賞したことによ

り、もりおかワイズメンズクラブより、盛岡ＹＭＣＡのリーダー代表

のチーズへ感謝状を贈りました。もりおかクラブと盛岡ＹＭＣＡ、

リーダー達との良好な関係が東日本区で認められたという事で

す。過去のどんな表彰よりもすばらしく、嬉しいものでした。あり

がとうリーダー達。 それにしても、もりおかクラブのみなさん、リ



ーダーの名前と顔を覚えなき

ゃいけませんよ。お年だから３

回まで確認ＯＫですが、４回目

に会ったらリーダー名で呼び

かけられるよう頑張りましょう

ね。女子リーダーの中で一番

女の子している、ゆりぼーが６ 

もりおかクラブよりチーズへ感謝状    月３０日の誕生日という事で、

全員でバッピーバースデーを送り例会は終わりました。 

 

 

 

 

第２０回東日本区大会に参加して 

                              大関靖二メン 

 ２０１７年６月３日、４日 関東東部、川

越クラブのホストで第２０回東日本区大

会が開催され参加してきました。会場は

ウエスタ川越、参加者４１８名でした。 

 もりおかクラブがホストクラブとして開

催したのが第１６回大会でしたのであれ

から４年が経過しています。つい最近の 

懇親会より、楽しそう～  ような気もしますし、もう随分たったなと

いう感じもします。クラブからは、長岡北東部長、井上会長、山

口メン、古澤メン、井上メネット、大関の６名参加です。 

 ６月３日の午前１時、盛岡を出発し川越の会場には９時の到着

でした。長岡メンと井上メンは年次代議委員会に、井上メネット

はメネットアワーに出席し１年間の活動状況を確認してきまし

た。 

 開会しました、オープニングセレモニーです。

川越の郷土舞からのスタートでした。 続い

てバナーセレモニーです。北海道部に続き、

２番目の北東部は長岡北東部長を先頭に

堂々の入場でした。やはり、部としてのバナ

ーがないのは寂しい感じがします。来年度は

立派なバナーを作って参加しましょう。舞台

が広く、幅に余裕があるため大変豪華に見え 

井上会長入場   ました。 

 開会式では、開会宣言、開会点鐘、利根川理事の挨拶、大会

実行委員長の歓迎の言葉、来賓の祝辞と続きます。川越市長の

挨拶では、市として観光に大変力を入れていて年間７００万人の

観光客が来るそうです。 

 ２０周年記念プログラムの紹介がありました。１０周年の歩み、

活動を振り返っての報告をスクリーンにて紹介してくれましたが、

もりおかクラブの１０周年と同じ歩みでしたので懐かしさもありま

した。 又、第１１回大会の越智理事から第２０回大会の利根川

理事までの理事が一同舞台に上がり紹介されました。とても良

い企画でした。 

 続いて、東日本区アワー①です。理事年次報告、部長報告と

続きました。各部長報告はスクリーンに各クラブの活動状況が 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度締めくくりの例会集合写真。 

 

写し出され説明されていたので大変わかりやすく伝わってきまし

た。その後、東日本大震災の報告が石巻広域クラブの清水メン

よりあり６分間の映画でしたが、被害の状況から復興の状態が 

写し出されており、力強い復興状況が見られました。こ津波の写

真を見るたびに涙が出てくるのは私だけでしょうか。続いて、熊

本地震支援報告が西日本区の岩本理事よりあり、こちらも映画

にまとめて状況がよくわかりました。両災害とも皆様の支援協力

に感謝しつつ、これからも情報を発信していくのでこの災害を風

化させる事無く、引き続き支援をお願いしますとのお話しでした。 

 続いて、記念講演です。ワイズメンだけでなく一般公開で行わ

れました。 講師はいすみ鉄道（株）の鳥塚亮社長で題目は「ロ

ーカル線を救うおもてなし～危機を乗り越え、地域を元気にする

方法～」でした。 第三セクターは地域の方全員で守っている、

地域の人が作ったものである。経営を続けていくためには効果

が出ない事を繰り返し行うのではなく、やり方、発想を変えて行

う。地域の子供たちが音楽会、演劇会等、知恵を出してお客さん

を呼んでくれる。鉄道会社から迷惑がられている「トリテツ」（鉄

道写真愛好家）の人が来ても積極的に受け入れる。この人たち

が地域の紹介をしてくれる事が SNS で全国に広がり多くの人が

来てくれ、地域の経済発展に繋がる。等々面白く有意義なお話

を聞かせてもらいました。 

お楽しみの晩餐会が始まりました。１テーブル１２名前後という

事で、どんな形式かなと思いましたが、丸テーブルではなく長テ

ーブルでした。６名ずつ向かい合っての食事は講習会か勉強会

のようで不思議な感じでした。料理は取りにくいしで慣れている

丸テーブルの方がよかったかなと思います。料理が潤沢に供給

されてくるのは、大変良かったと思います。 

 ６月４日は早朝散歩、聖日礼拝と進み、東日本区アワー②の

始まりです。事業主任報告、メネット委員長の報告と進み、各種

表彰式が行われました。

もりおかクラブの受賞を

発表します。地域奉仕

事業達成賞、ＣＳ，ＡＳＦ，

ＦＦ。国際交流事業達成

賞、ＢＦ、ＴＯＦ、ＲＢＭ、

ＹＥＳ、以上により、グラ

ンドスラム賞受賞。会員

増強事業、努力賞ＥＭ

Ｃ－Ｍ（２名獲得）。そし 

 盛岡ＹＭＣＡとの良好な関係の賜物       てユース事業、ＹＩＡ最



優秀賞（盛岡ＹＭＣＡとのユー

スを通じた協動の強化が図ら

れ、継続的なユースの社会参

加）これは嬉しいですね。リー

ダー達との良好な関係が表彰

されました。井上会長が舞台 

表彰状に貼られているワッペン     に上がり、利根川理事より表彰

状を受け取りました。素晴らしい光景でした。 引き続き理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二足のわらじのワイズメンそしてもう１足。 

                           長岡 正彦メン 

昨年の９月、仙台 YMCAのチャリティランに学習のため参加し

てから、盛岡 YMCA のチャリティラン企画がスタートしました。事

務局長は伊藤眞太郎君。長岡は、競技運営を視察して、タイム

の測定や記録の入力、順位の付け方などを見学していました。

そして、２０１７年、いよいよ第一回目の盛岡 YMCA チャリティラ

ンが開催されようとしています。準備は順調に進んでいるように

も見えます

が、盛岡と

いう閉鎖的

な土地柄や

応援はする

けど、具体

的には何も

しないとい

う気質に阻 

岩手県立大学外周を回るチャリティランマップ          まれていま

す。協賛会社の不足、出場人数の少なさなどが実行委員長始め、

委員会のメンバーの不安材料になっています。これが生みの苦

しみというものでしょうか。伊藤眞太郎くんは苦悩していると思い

ます。楽観はできないものの、まだ時間はあります。粘り強くで

きることはすべてやるのです。当日になってみないと天気だけは

努力のしようがありませんが、長岡が携わった行事で雨の確率

は非常に低いので、こちらは心配ないと思います。成功に向け 

役員引継ぎ式が行われ、次期理事の栗本治郎メン（富士山部熱 

海クラブ）の所信表明がありました。特にＥＭＣに全力を傾けた

い旨のお話がありました。 閉会式では、大会旗が川越クラブか

ら沼津クラブ（富士山部）に引き継がれました。ＹＭＣＡの歌を歌

い、閉会点鍾となりました。最後に車を提供して下さった長岡メ

ン、途中運転を代行してくれた、山口メン、古澤メン、井上会長の

皆様に感謝申し上げます。無事に東日本区大会に出席できた事

にも感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て頑張ろうぜ。同時期にスタートした、盛岡 YMCA ユース委員会

も別途活動を続けています。こちらの事務局長は小川君。 学校

内でいじめにあって居場所が見つからない中高生に目を向けて、

非行や最悪の自殺などを防止したいという願いからスタートしま

した。 一団体の努力などは力及ばない事などは承知の上です。

しかし活動を始めなければ、何も得るものはないと、メンバーは

自分たちに言い聞かせて活動をはじめました。７月の１３日から

１５日は内丸教会でのお泊り会、７月２８日から３０日までは焼け

走りでサマーキャンプを開催します。何とか企画も決まり、あと

は参加者を募集して実施に移すこところまできました。 

どちらの企画にも、もりおかワイズメンズクラブが深く関わって

おります。ダブって参加しているのは長岡だけでしょうか？ チャ

リティランは競技委員長、ユース委員会は委員長をやっておりま

す。どちらも会議を重ねてきました。昼にユース委員会、夜にチ

ャリティラン委員会と１日に会議が重なる日もありました。こうな

ると、現役の仕事が邪魔になります。でももうすぐリタイヤです。

YMCA と関わる時間が多く持てます。なんかわくわくしますね。

盛岡 YMCA の外商部を立ち上げ。資金作りに精を出そうと思っ

ております。リーダーたちの研修会参加費用や、ユース委員会

の活動費などを捻出していきます。秋以降の長岡にご期待くださ

い。少し心配なのは、座骨神経痛と高血圧です。三田メン（えだ

まめ）に「長岡さん、しっかりしてください、お願いしますよっ。」と

薬をもらうときに注意されました。病院の処方箋を三田メンの薬

局で薬をもらっています。みなさんも薬は天神町薬局でもらいま

しょう。   ん？ なんの締めだ。 

もりおかクラブの状況報告 
   

   
     

６月の出席率 7/12 58 % ゲスト 6名 
 

ビジター3名 メネット 1名 
    

メーキャップ 0 名 
   

６月切手       90 ｇ 累計   128 ｇ 

６月のにこにこ 9,000 円 累計 11,000 円 ６月プルタブ        0 ｇ 累計 4,670 ｇ 

６月 石鹸       0 円 累計       563 円 りんご 3,000 円 累計    円 

６月震災募金        0 円 累計  0 円 ファンド合計     0 円 
 

   
 

会費の納入をお願いいたします。岩手銀行 松園支店（店番号 ０８２）普通口座 ２１４５６７４ 

もりおかワイズメンズクラブ   会計 大関  靖二 

 

６月のハッピーバースディ  古澤 久美メネット  ６／９     誕生日おめでとうございます。  



日本には、放射線中和の技術がある？ 

 福島第一原子力発電所の事故から６年以経過して、未だ、な

お避難生活を続けている被災者が多いのですが、東京電力は

原子力発電所の廃炉に向け日々頑張ってくれているとは思いま

す。日本の科学者たちは核分裂で出る放射線を放射する金属を

別の物質に変換して無害なものにするという夢のような技術を

持っているようです。また、ロシアの科学者も、同じような技術を

発見しているようです。これが本当の話ならなぜ、大きく話題に

ならないのでしょう？技術的な問題がまだあるか、それともまっ

たく別の問題があり止められているのか、私はよくわかりません 

 

   盛 岡 さ ん さ 踊 り が 始 ま る よ。 

 ６月も終わり、７月を迎えようとしえいます。さんさ踊りの練習が

始まりました。８月の１、２、３、４日の本番に向けて各団体は本

格的な活動を開始しています。 ミスさんさの５人も決まり、三石

神社への奉納さんさも行われました。会場は盛岡市中央通り、４

日間３００を超える団体が踊りのパレードをおこないます。中でも

期待しているのは、盛岡大学、県立大学、岩手大学の３団体。毎

年最優秀賞を狙って、し烈なパフォーマンスを繰り広げます。学

生たちは「これが青春だ。」とばかりに日々練習に取り組んでい

る特集のテレビ取材がありました。若い力は無限の可能性を感

じます、頑張れ～、盛岡っ子。 また、盛岡各地域に伝わる、伝

統さんさ踊り。リズムも踊りもまったく違うさんさ踊りを見せてくれ 

 

   恥ずかしながら、長岡家の周りをご紹介 

 ６月の盛岡探索が間に合いませんでした。苦肉の策です。長

岡家の植物たちをご紹介します。 何回もお伝えしてきた栗の木

ですが、なんと花が咲いています。ほんの一部ですが花が咲き

ました。復活への序章です。のっぽのバラですが、あまり背高な

ので先を切りました。そうすると幹から新芽がぐんぐんでてきまし

た。３年前に買ってきてプランターに植えていたイチゴがどんど

ん増えて来て、軒下を占領して野生化しました。ちっちゃい実を

付けています。食べてみましたが、甘酸っぱい味です。桑の実よ

りはおいしかったです。空梅雨の影響でしょうか、紫陽花が遅れ

ています。やっと咲きだしました。それでも、梅雨を告げるまたた

びは葉が白くなっています。草むらを行くと、ミントの香り、そうで

すはっかです。雑草に交じり成長しています。香りの存在感がす

ごいです。そして毎日見上げる岩手山、青い空を強調して撮影し

ました。 どこの家庭にもある、普通の事を書いてみました。 

 

 編集後記 

 １年が終わろうとしています。今年はいろんな事がありました。

病気と闘った会員も多かった１年でした。井上会長、大関メン、

長岡も現在高血圧と座骨神経痛と戦っています。１９０の血圧は

ちと怖いので、さすがに病院に行きました。自分もそうですが、

母親が年明けから、２回救急搬送して、２回手術をしました。８６

歳になり、どうして短期間に２回の手術に耐えられるか不思議で

す。このまま長生きすると、息子の長岡がさきに行くなんてこと

があるかもしれません。 

 放射能を中和できないのか、ネットを調べていました。ロシア 

が日本の科学者の技術開発に期待したいです。 

 今回たどり着いたのは、「オオマサガス」でした、詳しい話は一

切省略しますが、ネットで「酸水素ガス」「オオマサガス」などで検

索してみてください。福島を復興させるためには放射能をいつま

でも放出し続ける金属をなんとかしなければなりません。そこに

は実験できる対象の放射能汚染水が大量にあるのですから、無

害化実験を行って、技術の確立を期待しています。技術の革新

は、反対勢力によっていつの時代も迫害されるものなのでしょう

か。偶然発見されるものはそこには必ずなにかあると信じたい

です。 スタップ細胞の発見もありましたよね。 

 

ます。パレードには向かないので中央通りでは見られませんが、

盛岡駅前滝の広場でこの４日間、日中から踊りを見せてくれま

す。どうぞお出かけください。短い盛岡の夏を思いっきり楽しみ

ましょう。 先月長野の小林さんとテレビ岩手に訪問した時、対

応してくれたのが大友遥さん、彼女は３年前のミスさんさでした。 

 

 

 

 

 

 

ミスさんさ２０１７、美しい。         三石神社奉納さんさ 

 

 

 

 

 

 

 栗の花が咲きました。   バラの新芽       野生化したイチゴ 

 

 

 

 

 

 

白葉のまたたび    ブルースカイをバックに岩手山   咲きだしたガクアジサイ 

長岡家は盛岡の郊外にあり、野生の動物も出没します。カモシ

カが目の前を横切った事もありました。 どんだけ田舎だ。 

 

の研究者が偶然発見したとありました。５年も前の事でしたさら

に終戦直後、日本の研究者は放射線を止める方法を見つけて

いたようです。さらに記事にも書きましたが「オオマサガス」にた

どり付きました。水から電気分解で取り出すガスのようです。エ

ネルギー保存の法則から、これは嘘だという記事も多数ありまし

た。エネルギー保存の法則なんて、そのものが嘘のような気が

します。永久磁石にひっついている空き缶は重力に逆らって磁

石にくっついて落ちません。永久磁石は鉄を引き付けるエネル

ギーをどこから貰っているのでしょう？科学は偶然の出会いから

発展するそうです。認める事から始めましょうよ。 


